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漢字文

化

圏

フ
ォ
ー

ラ
ム
実
行
委
員
会

（
実
行
委
員

長

・
楠

本

正
夫
神
奈
川
県日

中
川

友
好
協
会
会

長

）
主
催

の

第
二
回

漢

字

文

化川

圏

フ
ォ
ー

ラ
ム
「
漢字文

化

圏

の

歴
史

と未
川

来
」が

十

一

月
二

、

三の

両
日

、

横
浜・
磯
川

子
区の

横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で

開か
れ

川

た。
漢字文

化を共
有

す

る
東
アジ
ア

・

儒
川

教
文

化

圏

の

歴
史

をた

ど

る

と
ともに

、

こ
川

れら
の

諸
地域

が

二
十一
世
紀

の

世

界

の

中
川

で
どう

生

き
る

べ

き

か

を探るのが

狙

い川

で、

内
外

の

学

者

二
十

五
人に
約

五
百
人

の

川

一
般
参
加

者

が

加
わ

り

、

熱

心
な議論
が

展

川

関
され

た

。

記
念
講
演

、
分斜

会

、

全
保
会
川

議

で

構
成

さ

れ

たフ
ォ
ー

ラ
ム

の

も
ょ

うを川

改
め

て
紹
介

す

る
。
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基調講演

ホ
l・

チ・
ミ
ン
政
権

の

幹
部

で

、
ベ
ト

ナ
ム
独

立
・

解
放
運動

に

身

を献
げ

て
きた

． 
’ 

， 

「
九
三
八
年に
唐

の

内
乱に

乗
じ

て
ベ
ト

ナ
ム
は独

立
し
た
。

大
王
朝

の

李
朝

な
ど

歴

代
王
朝

は仏
教

を国教
と

し

た

が

、

や
が

て

中
央
集
権

化

し

、
儒教

を支
配

の

道
具

と

し

た」

と

、

ベ
ト
ナ
ム

と
儒教
の
か
か

わ

り

に

つ

い

て
考
証

。

「
唐

から
の

独

立
後

、

さ
ら

に

約
八
百
年
間

、
儒教
と斜

挙
が

統
治
俸
制

の

支
柱

と

な
っ
た

」

とも

強

調
し

た 。同

時

に

、

儒教
に

基
づ

く
か

た

く

な
な

ま

で

の

保
守
主

義

が

フ
ラ
ン
スに

よ

る
ベ
ト
ナ
ム

の

植

民

地

化を招

き
、国
を滅

ぼ
し

て

しま

っ
た
と
い

う

過

去の

歴
史も
紹
介

し

た

。

し

かし

、

ベ
ト
ナ
ム
解
放
運動

に
取

り

組

ん

だホ
l・

チ・
ミ
ンの
思想

背
景に

つ

い

ては

、

「
マ
ル
ク
ス

主義

、

民

族

主義

、
儒教

の

エ
ッ

セ
ン
ス

の

三
要
素

で

成

り

立
っ

てい

る
」

と
分析

す

る

と
ともに

、

「
ド
イ
モ
イ（
刷

新
運動
）

」

に

とっ

ては

、
「

儒教は

現
実に

乗

り

越

え

る

べ

き
障
害に

な
っ

て
いる

」

と

も
述

べ

た 。

教
オ
氏

闘
士

で

もあ
る

。

中
国

と

の

関係に

つ

い
て

「
南
越

が

中
国
の

前漢に
征
服

さ

れ

、

以

来

唐
代

ま

で

約
千
年に
わ

た

り

中国
の

支
配
下

と

な
っ
た

」

と

語

る

と
ともに

、

「
漢や

唐
は

同

化
政
策

を行

い

、

漢人
の

移

民

と
文

学
、

刷
新
運
動
で
は

現
実
的
障
害
に

儒教

を広
め
た。
そ

れ

は

よ

り

優

れ

た
文

明

を享受
す

る
こ

と
に

な
っ
た半

面

、

ベ
ト
ナ

ム
は

民

族

的

ア

イ
デン

テ
ィ

テ
ィ
ー

を失

い

、

自
己
回

復
に

長

い

時

間

を費
や

す

原
因

とも

な
っ
た

」

と冷
静に

指

摘
し

た。

DD 

DD 
ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

目ロ日

ダ

－院

・．

帽＇.> z、
・・h 側.. 

杷‘’

Jp
f

 

’Jhd

 

チ
ャ
ン・
パ
ン・
ザ
オ
1
9
1
1

年
生

まれ

。
反
仏
運動

で
強

制
送
還

さ
れ

、

十
年

間入

獄。
ハ
ノ
イ
大
学

、

社
会
斜

学

研
究
所

の

教授

を歴
任 。
ベ
ト
ナ
ム
革
命
史

、

思想

史

な
ど

著
書

は多
数

。

ベ
ト
ナ
ム・
ホ
l

チ

ミ
ン
市
在
住 。

漢字文化の変容と発展

専門家五人

が

それぞ
れ

の

立
場

から

、
「
漢字文

化」

が東
アジ
ア

圏

で

ど

の

よ
う
に
変容 し

、

将

来
ど

の

よ
う
に

な
っ

てい

く
の
か
に

つ

い
て

活発な議論
が

展開さ
れ

た

b

言

語学者

の

鈴
木孝夫

氏
は

、

「

国

民

、

学者を含
め

、

日本

語

から

漢

字

を

追
い
出
そ

うと

す

る
力

の

方

が

強

い
。

例え

ば
、

自動車
の

名
前は

みん
な
横

文

字

」

と
指

摘す

る

と
と

もに

、

日本

語

に

お
ける
漢字の

役割の

復

活

を

訴え
た

。

陳章太
氏
は、

簡
略
化を
進

め

て
きた
中国

で

も

、

最近

は

、

漢字文

化

、

漢

字

への
認識が

高

ま
り

つ
つ

あ
る

と

し

た

う

え

で、

漢

字
を

通

し

た

東
アジ
ア圏

の

交

流
促進
を
提唱

。
杜

維明
氏
は

、

「

儒教
思想

は

、
漢字文

化

とは

不可
分

の

関係

で

あ

り

、

東
アジ
ア

の

文

化

資
源

で

あ
る
漢字

メ
デ

ィ

ア
が

な

く

な

れ

ば
、
儒教
の

普

及
は難
し く

な

る

」。
高田

時
雄

氏
は

、
黄河流域に文

字文

明

が

出
現

し て

以降
、

漢字
が

周辺に
広

が

っ

てい

く

過程

に

つ

い

て
言
及

。

座長

の

中
嶋嶺

雄

氏
は

、

「漢字文

化

圏

は、
世

界

の

GN

P

の

三

分

の

一

を
占
める

存在

に

な

る

だろ

う

。

そ

れ

だけに

、

世

界

に
受

け入
れ

ら

れ
る

方
向

を
指

向

す

べ

き

だ

」と

訴え

る

と
とも に

、

「
日本が東
アジ

ア

の

盟主的
な
役割

を務めるの

は

避
ける

べ

きだ

し

、
中国
も

、

ま

た
、
白

文

化
中
心

主 義的
な 中華

思想
から脱

却

す

べ

きだ

」

と総括

し
た。

基調講演
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「
私

は京
都
大

学

の

人文

和
学
研
究
所に

入

り

、

はじ
め
は西

洋
部に
所
属

し

、

西
津

哲
学

を

専

門に

や
っ

て
い

た
。

が

、
や

が

て

東

方
部
グ
ル
ー

プ

で

南
宗

の

儒
学

者

・
朱
烹

ぇ一
視
に

いは
・
4

wz
小
’
怠

M
Ab

 

’唱朕

’

E

だ
私

う
え
や
ま・
し
ゅ

ん
ぺ
い

1
9
2
1

年

和
歌
山
県
生

ま

れ

。

京
都
大
学文

学
部
哲
学

糾
卒

。

位
年

、

京
都
大
学
人文

斜
学
研
究
所

を経

て

、

例
年に
岡
大

名誉
教授。

著
書

は

「
歴
史

分析
の

方
法」
「
弁
証
法の

系
譜」

な

戸） ，電

平
氏

の

研
究

を

し
た」

と切

り

出

し

た上
山
氏
は

、

東

方

に
目

を移

し
た理

由

と

して

、

「
そ

れ

ま

で

研
究

していたフ
ラ
ン
ス
革
命

と

、

日
本

の

明
治

維
新に

相

通
ずる

ものが
あ

っ
た

が

、国

家

の

君

主

に

つ

い
て

の

扱

い

が

難
し

い
こ

と

が

わ
か

っ
た」

乙

と
を
あ

げ る
。

相
互
の
共
通
性

違
い
の
模
索
を

そ
こ

で、

「
天
皇」

とそ

れ

を支

え

る
制
度

を探
っ
た 。「

八
世紹

初
頭

、
日
本

で

は律
令

制
が

確

立
し、

以
来

、

十
九
世紀

後
半

ま

で

千
年

以

上もの

問

、

政
治
制
度

と

して

存

続

し
た。そ

こに

は「
周

礼
句
儀
礼
同
礼
記』（
以

上「
三
礼」

と
い
う

）

と
いっ
た
儒

学

思想
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が

下
敷

き
に

な

り

、

律
令
制

を支

え

る
倫
理

的
な

背
景

と

な
っ

ていた 。
律
令
制
度

の

ト

ッ
プに
『
天
皇』

が

お

り

、

こ
の

名称も

中国

から

もら

っ
たも
の

だ」

と

、

律
令の

背
景

にあ
る

「
礼」に

つ

い
て

詳
しく

触

れ

た
。

ま

た

、

各
国
の

儒教
の

影
響に

つ

い
て

、

具
体

的
な

事
例

を
あ

げ

な

が
ら

言
及

す

る

と

ともに

、
儒教
思想

を

広

い
視
野

で

見
直

す

必
要
性

を

訴え
た

。

漢字
そ
の

もの
に

つ

い

て
も

、

日本

、
中

園

、

韓
国

、

ベ
ト
ナ
ム

の

状
況

を説

明

す

る

と
ともに

、

「文

献
は
た

く

さ

ん

あ
り

、

恵
まれ

た環
境にあ

る

。

今
か

ら

で

も

、

漢字の

値
打
ち

を掘

り

出
そ

うと

思

え

ば

で

き
る

」

と

語

っ
た
。

最
後に

、
「
た
だ漢字

を同
じ
く
し

てい

る

、

た
だ

お
互

い
に

仏
教も

や
っ

てい
る

、

儒教も
や

っ

てい
る

、
律
令も
経
験

し

た
と

い
うだけ

で

は

、
お

互
い

理
解

で

き
ない
。

その

共

通
性

と同

時

に

、

違
い

と
い
う
もの

が

どう
形
成

され

て
きた
か
に

つ

い
て

の

学

問

的

探
索

が

必
要

だ」

と結

ん

だ
。
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全体会議

幻
世
紀
に
は

人
類
共
通
の

か
物
差
し
。
を

フ
ォ
ー

ラ
ム
二
日
目
の

午
後

は

、

前
半

、

後
半に

分け

た全
俸
会

議

が

行
わ

れ

た
。前

半
は

、

第一

、

第
二

分斜
会
参
加
講
師に

よ

る
「
漢字文

化

圏

の

現
状

と課
題」

、

後
半

は

、

「
幻

世紹
の

漢字文

化

圏

」

をテ
l

マに

、

第
三

、

第
四

分秘
会
参
加
講
師

が

総
括

討

議

を行
っ

た。
最
後に

、

溝
口

雄

三

東

大
教授

が

、

「
か

つ

ては

、

す

べ

て

が

ヨ
ー

ロ
ッ

パの

物
差

し

で

測
ら

れ

ていた。
私

はこれ
に

抵

抗

、

アジ
ア

に

は

アジ
ア

の

物
差

し

が
あ
る

と

して
研
究
生

活

を続
け

て
きた

が

、

二
十

一
世
紀に

は人
類

の

物
差

し
が

必
要 。

来
年

の

フ
ォ
ー

ラ
ムに

は

、

非
アジ
ア

、
ヨ
ー

ロ

ッ
パの

人

の

参
加も
求
め

て
、

こ

う

し

た課

題

を討
論
し

た
い

」

と

ま

とめ
た 。
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